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	2026年度後期杉並区内大学公開講座
	見えにくい・見えない世界から考える
	10/
	11/
	13:15～14:45 　
	東京女子大学　23101教室
	受講料
	無料
	（要事前申込）
	講師：小田浩一




	10/15
	見えないとはどういう状態か？
	盲は見えている。聴覚で見る。全盲体験の危険性。ロービジョンとはどういう見え方か？誤解を生む複雑な見え方などについて。


	10/22
	点字や墨字と人間の読み能力
	目で読むのと手で読むのとどう違う？触覚でも目でも読みやすいフォントとは？
	ユニバーサルデザインフォントの開発研究。


	10/29
	明るさとコントラストの話
	高齢になると明るくしないとよく見えないのはなぜか？見やすい色というのは存在しない。見えないのは明るさやコントラストが足りないということ。コントラストとは何か？


	11/5
	ICTの恩恵
	見えにくい見えない困難は、印刷物しか提供されないのが問題（Print Disabled）なのかもしれない。人ではなく機械が目の代わりをする時代の到来。ロービジョンにとってのARディスプレイの可能性。


	講師紹介
	アクセス
	小田 浩一
	■経歴
	1984年に国立特殊教育総合研究所研究員となり、1992年4月に東京女子大学に着任。
	■現在の研究・関心
	ロービジョンによる困難の支援と心理物理
	■主な著書
	『ロービジョン・マニュアル』（総監訳）（エルゼビア・ジャパン,2010）、『デザインと色彩の心理学』（「視覚障害とデザイン」を担当）（朝倉書店,2013）
	東京女子大学
	社会コミュニケーション学科 教授



